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～
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「
f
、
r
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、
r
．
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【
要
約
回
　
九
世
紀
申
頃
の
ア
ラ
ビ
ア
作
家
、
イ
ブ
ソ
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
は
、
そ
の
著
『
道
果
記
・
郡
濁
志
』
の
中
で
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
　
「
ル
ー
シ
　
｛

“
商
人
箏
力
呉
の
癒
辱
あ
る
」
・
・
い
わ
ゆ
・
刃
↓
問
題
」
に
お
け
・
反
・
ル
・
・
三
註
、
・
の
「
劣
・
バ
」
を
ろ
フ
ヴ
人
だ
け
憲
味
一

　
す
る
も
の
と
な
し
・
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
は
ル
ー
シ
が
ス
ラ
ヴ
人
で
あ
っ
た
と
は
っ
き
り
需
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
　
「
サ
カ
リ
バ
」
が
ス
ラ
ヴ
人
の
　
｝

み
霧
す
の
で
あ
れ
ば
、
・
ル
ダ
・
べ
る
聾
織
の
ア
・
写
作
家
た
ち
、
た
憂
ば
、
・
ブ
ソ
．
フ
。
ド
ー
フ
ソ
、
・
ブ
ソ
．
・
ス
ー
ア
ー
、
三
ウ
は

　
ヂ
、
イ
ス
多
リ
、
ガ
ル
デ
嘉
な
ど
の
説
く
所
と
矛
盾
す
る
。
・
の
場
A
陶
、
わ
れ
わ
れ
繁
ル
ダ
ド
ベ
謡
講
な
も
の
と
見
な
し
削
い
で
あ
ろ
　
。
∵

二
・
た
も
、
門
サ
・
・
ご
が
も
っ
と
広
い
意
味
内
容
を
彗
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
繁
ル
ダ
ド
ベ
ゐ
難
が
、
ル
，
シ
臥
。
ハ
ー
フ
ヴ
人
と
い
う
等
量

　
を
蕨
す
る
も
の
で
窪
い
と
．
　
凹
い
得
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
ヒ
…
ー
ー
～
～
、
　
一
　
ミ
…
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ス
ラ
ヴ
人
の
一
種
族
で
あ
る
切
留
ぞ
琵
　
（
ロ
シ
ヤ
）
商
人
の
通
商
路
に

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
ら
は
海
狸
の
毛
皮
や
黒
狐
の
毛
皮
に
剣
を
ス
ラ
ヴ
の
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
九
世
紀
の
中
頃
、
古
代
の
メ
デ
ィ
ナ
で
あ
る
ジ
バ
ル
の
駅
長
で
あ
っ
た
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
①

ン
・
ホ
ル
ダ
ド
ベ
…
は
、
そ
の
職
務
上
か
ら
得
た
知
識
で
も
つ
て
、
有
名
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

『
道
三
皇
・
郡
国
志
論
（
H
〈
一
倖
P
ぴ
一
ρ
一
ー
ソ
画
節
頓
聾
ぼ
｝
（
　
ぐ
く
P
一
ー
ツ
周
，
ヨ
P
一
諮
内
）
を
譲
い
た
。

そ
の
中
で
、
彼
は
当
時
の
「
ル
ー
シ
」
の
通
商
路
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

　
　
　
③

べ
て
い
る
。

最
も
奥
か
ら
ロ
ー
ム
の
海
（
東
地
中
海
）
に
運
び
こ
ん
で
売
る
。
そ
こ
で
ビ
ザ

ン
ツ
の
王
は
、
そ
の
商
品
に
十
分
の
一
画
を
課
す
。

　
さ
も
な
く
ば
彼
ら
は
ス
ラ
ヴ
の
河
テ
ニ
ス
を
下
っ
て
、
バ
ザ
ー
ル
の
主
監
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
④

ム
ジ
ヂ
の
そ
ば
を
通
り
、
こ
こ
で
こ
の
町
の
長
に
十
分
の
一
税
を
課
せ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
ぎ
に
さ
し
渡
し
五
百
フ
ァ
ル
サ
ク
も
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ア
の
海
（
カ
ス
ピ
海
）
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に
出
て
、
自
分
の
行
こ
う
と
思
う
岸
に
向
う
。
ま
た
し
ば
し
ば
彼
ら
の
あ
る
も

　
の
は
、
多
種
を
ら
く
だ
に
乗
せ
て
、
カ
ス
ピ
海
か
ら
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
輸
送
す
る
。

　
〔
此
所
で
〕
ス
ラ
ヴ
人
の
奴
隷
が
彼
ら
商
人
の
通
訳
を
す
る
。
そ
し
て
ロ
シ
ヤ

商
人
が
ナ
サ
ー
ラ
（
キ
リ
ス
ト
教
触
の
奪
“
で
〔
集
芋
に
〕
直
れ
る

場
合
は
ヂ
ズ
ヤ
ト
（
入
頭
税
）
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
彼
ら
（
ユ
ダ
ヤ
商
人
）
の
陸
上
通
商
路
に
つ
い
て
い
え
ぽ
、
彼
ら
の
中
で
ス

ペ
イ
ン
か
ら
娼
発
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
か
ら
出
発
す
る
も
の

再
は
〔
ま
ず
〕
ス
ー
ス
・
ア
ク
サ
に
行
き
、
タ
ン
ジ
ァ
〔
タ
ン
ジ
ー
ル
）
に
向
い
、

そ
れ
か
ら
、
イ
フ
リ
キ
ア
、
ミ
ス
ル
（
エ
ジ
プ
ト
）
、
ラ
ム
ラ
、
デ
ィ
”
、
ス
ク

（
ダ
マ
ス
ク
）
、
ク
…
フ
岬
ノ
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
、
バ
ス
ラ
、
ア
フ
ワ
ズ
、
フ
ァ
リ
ス
、

キ
ル
マ
ン
、
シ
ン
ド
、
ヒ
ン
ド
、
支
那
へ
〔
と
次
々
に
〕
旅
を
織
脚
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
た
し
ば
し
ば
彼
ら
は
ス
ラ
ヴ
の
忽
々
を
通
っ
て
ビ
ザ
ソ
ッ
帝
国
の
後
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
（
北
方
）
の
肋
囎
を
取
り
、
バ
ザ
ー
ル
の
主
口
雛
ハ
ム
リ
ヂ
に
行
㌔
さ
カ
ス
ピ
海
を
渡

　
つ
て
バ
ル
ク
に
達
し
、
河
向
う
の
地
（
ト
ラ
ソ
ス
オ
ク
シ
ア
ナ
）
を
越
え
て
ト

ゥ
グ
ズ
グ
ル
の
ウ
ル
ト
に
旅
を
つ
づ
け
支
那
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
。

　
こ
の
隠
事
は
、
史
料
の
少
な
い
九
世
紀
鐵
時
の
ロ
シ
ヤ
の
事
情
を
述
べ
た
も

の
と
し
て
、
初
期
キ
エ
フ
・
ロ
シ
ヤ
史
研
究
の
た
め
の
貴
重
な
史
料
と
見
な
さ

れ
て
来
た
。
と
同
時
に
、
こ
の
記
事
の
邦
訳
者
藤
本
勝
次
氏
が
男
留
ジ
・
5
口
を

　
　
　
　
　
＠

ロ
シ
ヤ
と
証
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
ル
ー
シ
し
と
は
ロ
シ
ヤ
人
の
こ
と
で
あ

り
、
ス
ラ
ヴ
人
で
あ
る
と
受
け
と
れ
る
よ
う
な
記
述
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
注

回
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
下
妻
す
べ
き
ホ
ル
ダ
ド

ベ
ー
の
記
述
に
つ
い
て
、
一
体
そ
の
中
の
「
ル
ー
シ
」
と
い
う
欝
葉
が
何
を
意

味
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
事
に
お
け
る
「
ル
ー
シ
」
と
い
う
…
習
葉
を
解
明
し
、
初

期
ロ
シ
ヤ
史
研
究
の
中
心
聞
題
た
る
い
わ
ゆ
る
「
ル
ー
シ
闘
題
」
に
つ
い
て
、

解
決
の
一
端
を
探
り
出
す
蔚
に
、
説
明
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

先
に
引
用
し
た
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
の
邦
訳
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
邦
訳
潜
藤
本
氏
は
、
　
「
ル
ー
シ
」
と
い
う
言
葉
を
「
ロ
シ
ヤ
」
と
註

釈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
賛
成
し
難
い
。
な
る
ほ
ど
、
ロ
シ
ヤ
と
い
う
称
簿

は
「
ル
ー
シ
観
と
い
う
言
葉
か
ら
出
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在

わ
れ
わ
れ
の
使
っ
て
い
る
ロ
シ
ヤ
な
る
概
念
が
成
立
し
た
の
は
、
九
世
紀
よ
り

ず
っ
と
後
世
の
こ
と
で
、
早
く
と
も
、
モ
ス
ク
ワ
三
雲
に
よ
る
北
東
ロ
シ
ヤ
統

一
以
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ヤ
な
る
概
念
の
成
立
の
時
期
は

と
も
か
く
と
し
て
、
　
「
ル
ー
シ
」
と
い
う
言
葉
が
、
時
代
と
共
に
種
々
災
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

意
味
内
容
を
持
っ
て
来
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

ホ
亙
ダ
ド
ベ
…
の
記
喜
中
の
協
釦
誠
図
已
ρ
は
「
ロ
シ
ヤ
の
」
と
訳
さ
れ
て
は
．
な

ら
な
い
。

　
次
に
、
μ
ー
ム
の
海
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
郷
地
黒
海
で
な
く
、
黒
海
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
は
、
地
申
海
を
西
の
海
、
紅
海
を
東
の
海
と
書
い

　
　
⑪

て
居
り
、
そ
れ
ら
の
記
事
に
つ
づ
い
て
す
ぐ
ロ
…
ム
の
海
、
つ
ま
り
ロ
ー
マ
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（
ギ
リ
シ
ア
）
の
海
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
地
中
海
を
指
し
て
い
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
実
際
、
多
く
の
史
料
に
お
い
て
、
黒
海
は
ロ
ー
一
、
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
一
般
に
ロ
…
マ
帝
濁
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

名
称
で
知
ら
れ
て
い
た
。

　
第
三
に
、
バ
ザ
ー
ル
の
三
塁
ハ
ム
リ
ヂ
の
籠
所
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

々
に
訳
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
切
碧
気
0
吋
α
O
窪
①
唄
⇔
鍵
自
に
よ
れ
ば
、
「
ス
ラ

ヴ
の
河
を
船
…
で
下
っ
て
バ
ザ
ー
ル
の
町
を
通
る
支
流
を
横
ぎ
り
…
…
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
テ
ニ
ス
と
い
う
語
が
船
…
（
ω
口
》
ヨ
）
に
、
ハ
ム
リ
ヂ
（
函
剛
贔
ヨ
猷
a
）

が
支
流
（
犀
ゴ
欝
出
a
）
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
O
φ
O
o
①
審
は
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ニ
ス
河
を
タ
ナ
イ
ス
江
つ
ま
り
ド
ン
河
と
解
し
て
い
る
が
、
｝
o
ω
o
h
竃
髪
ρ
二
ρ
詳

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
ゴ
雛
と
し
、
8
0
ぴ
q
鑓
〆
〉
・
N
。
＜
．
は
国
枠
工
と
読
ん
で
い
る
。
エ
テ
ィ
ル
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
え
ば
普
通
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
な
意
味
す
る
か
ら
、
こ
の
箇
所
は
「
ル
…
シ
の

商
人
」
が
ヴ
ォ
ル
ガ
を
下
っ
て
や
っ
て
来
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
後
世
の
地
理

書
で
は
、
　
「
ス
ラ
ヴ
の
河
」
と
い
う
語
は
な
く
な
り
、
　
「
ル
ー
シ
の
河
－
㎞
と
変

　
　
　
　
　
⑳

形
し
て
い
る
が
、
　
「
ル
ー
シ
の
河
扁
と
は
普
通
に
ヴ
ォ
ル
ガ
河
の
こ
と
と
も
さ

　
　
　
　
　
㊤

れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ト
ガ
ン
の
義
解
を
こ
れ
と
倉
す
る
と
、
こ
の
箇

所
は
、
「
ル
ー
シ
の
河
、
ヴ
ォ
ル
ガ
を
下
り
…
…
」
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
バ
ザ

ー
ル
の
町
に
つ
い
て
は
、
イ
テ
ィ
ル
、
セ
メ
ン
デ
ル
、
バ
ラ
ン
ヂ
ャ
ル
、
サ
ル

ケ
ル
等
が
知
ら
れ
、
そ
の
位
概
も
判
関
し
て
い
る
が
、
ハ
ム
リ
ヂ
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
位
概
が
ま
だ
分
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ハ
ム
リ
ヂ
な
る

町
が
存
在
せ
ず
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
の
こ
の
部
分
は
、
支
流
（
践
捧
野
e

と
理
解
す
る
方
が
適
当
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
第
四
に
、
藤
…
本
荘
が
、
　
「
彼
ら
漏
と
い
う
所
に
、
ユ
ダ
ヤ
商
人
と
註
解
し
て

い
る
箇
所
で
あ
る
ゆ
同
氏
は
O
。
O
o
。
撤
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
、
．
一
方
、
次
の
よ
う
に
註
を
施
し
て
い
る
。
　
「
こ
れ
は
ロ
シ
ヤ
商
人
を
指
す

と
も
取
れ
、
イ
ス
ラ
ム
落
科
事
典
思
一
一
八
一
頁
の
ル
ー
シ
の
項
に
も
、
窺
シ

や
商
人
の
路
と
し
て
、
こ
こ
の
記
事
が
出
て
い
る
」
と
。
確
か
に
、
ホ
ル
ダ
ド

ベ
…
の
記
事
を
読
み
流
し
て
行
け
ば
、
こ
の
簾
と
、
次
の
節
の
始
め
の
方
に
出

て
来
る
「
彼
ら
」
と
い
う
人
称
代
名
詞
は
、
ル
ー
シ
の
商
人
（
ロ
シ
ヤ
二
三
で

は
な
い
）
と
も
取
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
蔀
分
を
も
一
芯
う
ホ
ル
ダ
ド

ベ
ー
の
「
ル
…
シ
」
の
通
商
路
に
関
す
る
記
薯
と
し
て
附
け
加
え
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
「
彼
ら
」
が
何
を
意
味
す
る
か
は
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

二

　
さ
て
、
髄
に
も
述
べ
る
如
く
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
こ
の
「
ル
ー
シ
」
の
通
商

路
に
関
す
る
記
築
は
、
　
門
ル
ー
シ
扁
と
は
ス
ラ
ヴ
人
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
受

け
取
れ
る
点
で
、
特
に
注
賦
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
の
記
箏
の
劉
頭
に
あ

る
、　

門
ス
ラ
ヴ
人
の
一
種
族
で
あ
る
ル
ー
シ
の
商
人
」
と
い
う
簡
所
と
、

　
「
彼
ら
（
ル
ー
シ
）
の
あ
る
も
の
は
…
…
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
商
品
を
輸
送
す
る
。
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〔
こ
こ
で
〕
ス
ラ
ヴ
人
の
奴
隷
が
彼
ら
（
ル
ー
シ
）
の
通
訳
を
す
る
。
」

と
い
う
箇
所
を
読
め
ば
、
　
「
ル
ー
シ
」
と
は
ス
ラ
ヴ
人
の
一
種
族
で
、
ス
ラ
ヴ

藷
を
話
し
た
種
族
で
あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
実
際
、
　
「
ル
…
シ
問
題
」
に
お
い
て
、
「
ル
ー
シ
し
甘
ス
ラ
ヴ
の
図
式
を
取
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
ル
ー
シ
」
ー
ー
ノ
ル
マ
ン
の
等
式
に
反
対
す
る
人
々
は
、
こ
の
ホ
ル
ダ
ド
ベ
…
の

記
事
を
特
に
重
要
視
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
記
述
を
楯
に
、
「
ル
ー
シ
」

と
は
ノ
ル
”
、
ン
人
で
あ
る
と
伝
え
る
他
の
記
事
を
斥
け
る
。
た
と
え
ば
、

「
ル
ー
シ
問
題
偏
に
お
け
る
ノ
ル
マ
ン
説
の
中
心
文
献
た
る
騎
、
ロ
シ
ヤ
原
初
年

代
記
』
の
結
瘤
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
撒
、
原
初
年
代
記
』
に
お
い
て
、
「
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
シ
」
と
い
う
需
葉
は
種
々
の
意
味
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
次
の

薇
所
な
ど
に
つ
い
て
言
え
ば
、
　
「
ル
…
シ
㎏
と
は
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
人
、
つ
ま
り

ノ
ル
一
．
ソ
人
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、
・
反
ノ
ル
一
・
ニ
ス
ト
達
は
こ
の
記
事

を
誤
り
・
と
し
て
斥
け
る
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
の
斥
け
る
『
原
初
年
代
記
』
の
記
事
と
は
、
そ
の
六
三
七
〇
年
（
入
六

二
年
）
の
、
い
わ
ゆ
る
『
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
諸
綻
招
致
の
物
四
語
』
中
の
次
の
碑
圏
所
…

　
　
　
　
⑤

な
ど
で
あ
る
。

　
「
（
チ
凱
i
ヂ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ン
、
ク
リ
ヴ
ィ
チ
、
お
よ
び
ヴ
ェ
ー
シ
は
）
、
海

の
向
う
ヘ
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
人
、
ル
ー
シ
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ヴ
ァ

リ
ャ
ー
グ
人
は
ル
ー
シ
と
、
ち
ょ
う
ど
、
他
の
も
の
が
ス
ヴ
ェ
イ
、
他
の
も
の

が
ウ
ル
マ
…
ネ
、
ア
ン
グ
リ
ャ
ー
ネ
、
他
の
も
の
が
．
コ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
如
く
、

こ
れ
ら
も
ま
た
か
く
呼
ば
れ
た
。
」

　
こ
こ
で
は
明
瞭
に
「
ル
ー
シ
」
1
ー
ノ
ル
マ
ン
人
の
等
式
が
成
立
す
る
。
実
に
、

こ
う
し
た
『
年
代
記
繍
の
寵
述
が
、
そ
も
そ
も
「
ル
ー
シ
問
題
」
の
発
端
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
　
『
年
代
記
』
は
初
期
買
シ
ヤ
に
関
す
る
自
国
の
唯
一
の
史

料
で
は
あ
る
が
、
十
一
世
紀
の
日
頃
か
ら
編
集
さ
れ
始
め
、
十
二
世
紀
の
始
め

に
集
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
二
重
紀
以
上
も
前
の
こ
と
を
正
確
に

叙
述
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
事
実
、
『
諸
侯
招
致
の
物
語
』

な
ど
は
、
多
分
に
深
い
伝
説
的
な
霧
に
包
ま
れ
て
居
り
、
そ
の
ま
ま
、
信
制
す

る
こ
と
は
繊
来
な
い
。
そ
こ
で
、
た
と
え
外
国
の
史
料
で
あ
っ
て
も
、
碕
時
代

の
、
つ
ま
り
九
世
紀
の
史
料
が
、
　
口
，
年
代
記
』
と
別
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と

す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
そ
の
方
を
信
用
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
も
し
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
に
よ
っ
て
、
ノ
ル
轡
、
ソ
説
の
中
心
交
直
た
る

『
年
代
記
』
を
否
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
ノ
ル
マ
ン
説
は
少
く
と
も
重

大
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
し
、
　
『
年
代
記
』
の
問
題
は
さ
て
お
い
て
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
は

ど
れ
程
確
実
性
が
あ
り
、
そ
の
記
事
中
の
「
ル
ー
シ
」
は
果
し
て
ス
ラ
ヴ
人
を

曝
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
最
も
肝
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
詑
事
は
、
原
典
の
形
に
お
い
て
で
な
く
、
後
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
地
理
学
旛
、
た
と
え
ば
牽
世
翻
後
半
の
無
名
の
ペ
ル
シ
ア
人
や
、
十
一
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
ペ
ル
シ
ア
の
歴
史
寡
ガ
ル
デ
…
ジ
な
ど
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
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指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
閥
に
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
壌
は
、
圧
縮
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

．
変
容
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
彼
は
ジ
バ
ル
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
駅
逓
尉
に
勤
務
し
、
ロ
シ
ヤ

の
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
当
時
、
東
ス
ラ
ヴ
入
の
忌
ん

で
罵
た
土
地
、
ド
ニ
エ
プ
ル
地
方
は
ア
ラ
ビ
ア
人
に
と
っ
て
、
極
め
て
遠
い
未

知
の
地
方
で
あ
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
商
人
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
の
中
・
下
流
ま
で
傭
来

し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
奥
地
に
進
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
十
世
紀
の
地
理
学

藩
イ
ス
タ
ク
リ
が
九
五
三
年
に
警
い
た
と
い
わ
れ
る
魎
郡
国
志
』
（
＜
昼
O
き
σ
q
－

H
6
議
ヨ
）
に
も
次
の
如
く
あ
る
。

　
「
（
ル
ー
シ
の
第
三
の
農
住
地
）
ア
ル
タ
へ
は
誰
も
行
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、

そ
こ
の
住
厩
は
他
国
人
を
す
べ
て
殺
し
、
水
の
中
へ
投
げ
入
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
誰
も
彼
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
知
ら
な
い
し
、
彼
ら
は
誰
と
も
接
触
を
．

も
た
な
い
。
」
と
。

　
同
じ
く
、
有
名
［
な
十
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ヤ
作
家
岬
、
ス
ウ
ー
ヂ
は
、
そ
の
著
㎝
、
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

金
の
牧
場
』
（
ッ
ぎ
讐
｝
巴
ム
げ
ρ
冨
σ
）
の
中
で
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
バ
ザ
ー
ル
人
の
河
（
ヴ
ォ
ル
ガ
）
は
そ
の
上
流
に
、
ル
ー
シ
の
海
た
る
ナ

イ
タ
ス
の
入
江
に
接
合
す
る
源
流
を
も
つ
て
い
る
。
誰
も
そ
れ
を
航
行
し
た
こ

と
は
な
く
、
ル
ー
シ
入
は
そ
の
岸
の
一
つ
に
臨
ん
で
い
る
。
」
と
。

　
「
ナ
イ
タ
ス
」
と
は
黒
海
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
黒
海
が
ル
；
シ

の
海
と
呼
ば
れ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
マ
ス
ウ
ー
ヂ
が
ヴ
ォ
ル
ガ
上
流
を

誰
も
航
行
し
た
こ
と
が
な
い
と
需
っ
て
い
る
点
は
細
面
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ア
ラ
ビ
ア
人
は
こ
う
し
て
、
ヴ
ォ
ル
ガ
上
流
、
ド
ニ
エ
プ
ル
上
流
域
に
つ
い
て

は
、
直
接
に
で
は
な
く
、
間
接
酌
に
聞
き
知
っ
て
い
た
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、

ア
ラ
ビ
ア
人
は
、
彼
ら
よ
り
東
ス
ラ
ヴ
人
に
関
し
て
よ
く
知
っ
て
い
た
ビ
ザ
ン

ツ
の
史
料
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
東
ス
ラ
ヴ
人
に
関
す
る
史
料
と
し
て

は
、
ア
ラ
ビ
ア
史
料
よ
り
も
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
料
罰
の
方
が
高
く
評
備
剛
さ
、
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
従
っ
て
ビ
ザ
ン
ツ
史
料
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
九
世
紀
の
フ
ォ
チ
ウ

ス
の
柵
ル
…
シ
の
襲
撃
の
際
の
説
教
』
　
（
H
鵠
潟
。
湊
。
謹
臼
冒
。
母
切
ζ
δ
9

謀
9
三
躍
器
）
や
『
書
簡
』
（
助
も
葺
9
器
）
、
十
世
紀
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ポ

ル
フ
ィ
ロ
ゲ
ニ
ト
ス
の
『
淫
乱
行
政
』
　
（
O
o
＞
翻
ヨ
ぎ
翼
主
要
。
囲
営
鷲
ユ
。
）

な
ど
に
よ
っ
て
、
　
「
ル
ー
シ
」
と
は
ノ
ル
マ
ン
入
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る

な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
方
に
従
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
う
し
た
ギ
ジ
シ
ア

史
料
に
お
け
る
「
ル
ー
シ
」
の
検
討
は
、
鯛
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
と
も
か

く
、
ス
ラ
ヴ
人
に
関
す
る
ア
ラ
ビ
ア
史
料
を
余
り
に
高
く
評
発
す
る
こ
と
は
、

警
戒
を
要
す
る
。
ホ
ル
ダ
ド
ベ
レ
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

三

　
以
上
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
は
、
原
典
の
形
で
緒
え
ら
れ
た
も
の
で
な
い

こ
と
、
ま
た
直
接
的
な
も
の
で
な
く
、
間
楼
醗
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
除
外
し
て
も
、
な
お
か
つ
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
が
、
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「
ル
…
シ
偏
§
ス
ラ
ヴ
人
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
点
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
　
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
審
中
、
　
一
応
「
ル
…
シ
」
期
ス
ラ
ヴ
入
と
い
う

等
式
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
留
頭
の
一
条
だ
け
で
あ
り
、

も
う
一
か
所
の
部
分
は
、
パ
ス
ケ
ヴ
ィ
チ
も
示
す
よ
う
に
、
　
「
ル
…
シ
」
が
ス

ラ
ヴ
語
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
な
喬
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
従
っ
て
、
問
題
は
冒
頭
の
一
条
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
サ
カ
リ
バ
（
Q
D
簿
ρ
－

9
財
富
）
の
一
種
族
で
あ
る
ル
…
シ
の
（
開
煽
ω
一
》
己
己
商
人
」
と
い
う
条
だ
け
で

あ
る
。

　
サ
カ
リ
バ
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
普
通
に
そ
れ
は
中
世
ア
ラ
ビ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
理
学
鶉
達
が
、
ス
ラ
ヴ
人
を
指
す
陽
合
に
用
い
た
語
と
さ
れ
る
。
事
実
、
次

の
よ
う
な
記
事
な
ど
で
は
、
サ
カ
リ
パ
は
ス
ラ
ヴ
人
と
解
し
て
良
い
。
す
な
わ

ち
、
十
一
世
紀
前
半
の
ア
ル
・
ビ
ル
ニ
（
㊤
刈
○
◎
一
同
O
昏
o
Q
）
は
バ
ル
ト
海
に
つ
い
て
、

サ
カ
リ
バ
の
国
か
ら
北
方
へ
、
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
の
方
向
へ
伸
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
る
湾
と
雷
っ
て
い
る
よ
う
な
条
で
あ
る
。
ま
た
先
に
も
引
用
し
た
イ
ス
タ
ク

リ
は
、
ル
ー
シ
人
の
中
心
と
し
て
、
サ
ク
ラ
ブ
（
o
り
謝
団
ダ
こ
れ
は
ω
9
・
ゆ
巴
ぴ
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
単
数
）
、
ク
ヤ
バ
、
ア
ル
タ
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
サ
ク

ラ
ブ
と
は
ス
ラ
ヴ
（
イ
リ
メ
ン
・
ス
ラ
ヴ
）
の
．
地
、
つ
ま
り
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
を
指

　
　
　
　
　
　
　
⑲

す
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
し
か
し
、
パ
ス
ケ
ヴ
ィ
チ
が
、
ヴ
ェ
ス
ト
ベ
ル
グ
、
サ
ヴ
ィ
ト
ネ
ヴ
ィ
チ
、

　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
ャ
プ
ス
キ
ン
、
マ
ヴ
ロ
デ
ィ
ン
の
説
を
引
凝
し
つ
つ
、
主
張
す
る
よ
う
に
、

「
サ
カ
リ
バ
」
と
い
う
語
は
、
ス
ラ
ヴ
人
だ
け
で
・
な
く
、
も
っ
と
広
く
将
シ
や

地．

福
ﾉ
住
む
住
畏
を
意
味
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
十
世
紀
の
始
め
、
ア
ラ
ビ
ア
・
ア
ッ
バ
ス
朝
の
外
交
使
節
と
し

て
、
九
二
一
一
二
二
年
、
ヴ
ォ
ル
ガ
・
カ
マ
流
域
の
ブ
ル
ガ
ル
王
国
を
訪
れ
た

イ
ヴ
ン
・
フ
ァ
ド
ラ
ン
は
、
そ
の
嗣
旅
行
記
』
（
践
答
p
び
）
の
中
で
、
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
⑪

に
述
べ
て
い
る
。

　
「
サ
カ
リ
バ
の
王
は
、
わ
れ
わ
れ
を
迎
え
る
た
め
、
王
の
権
力
に
服
従
し
て

い
る
四
人
の
王
と
、
彼
の
兄
弟
、
息
子
を
遣
わ
し
た
。
」
と
。

　
こ
の
サ
カ
リ
バ
王
と
は
、
　
『
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ブ
ル
ガ
ー
ル
史
の
研
究
』
の
詳
略
、

三
乗
氏
も
季
如
⑱
・
護
ガ
・
ブ
ル
ギ
ル
皇
の
・
・
で
あ
う
・
・

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
ス
ラ
ヴ
人
で
な
い
も
の
が
、
サ
カ
リ
パ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
5
に
考
え
る
時
、
　
「
サ
カ
リ
バ
の
一
種
族
ル
ー
シ
」
と
い
う
ホ
ル
ダ
ド

ベ
ー
の
条
は
、
ル
ー
シ
燵
ス
ラ
ヴ
の
等
式
を
必
ず
し
も
証
明
す
る
も
の
で
は
な

い
。　

な
お
、
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ド
ラ
ソ
に
お
け
る
「
ル
…
シ
」
に
関
す
る
記
事
を
検

討
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
冒
的
隅
外
に
潤
す
る
か
ら
、
詳
述
し
な
い
が
、
彼
は

明
瞭
に
ル
ー
シ
人
と
ス
ラ
ヴ
人
を
区
別
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
条
の
如
く

　
　
⑭

で
あ
る
。

　
門
ス
ラ
ヴ
人
は
賎
し
く
バ
ザ
ー
ル
人
の
宗
主
権
を
認
め
従
嘱
し
て
い
る
が
、

ル
ー
シ
人
は
大
な
る
力
を
持
つ
勇
猛
の
、
充
分
武
装
し
た
人
々
で
、
他
の
種
族
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に
対
抗
し
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
ま
た
ル
ー
シ
人
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
門
彼
ら
は
（
ル
ー
シ
人
）
し
ゆ
う
の
如
く
背
が
高
く
、
赤
い
顔
を
し
、
赤
い

髪
を
持
っ
て
い
る
。
』
ど
。

　
フ
ァ
ド
ラ
ン
に
お
け
る
ル
…
シ
人
は
、
ス
ラ
ヴ
人
で
な
く
、
ノ
ル
マ
ン
人
を

指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
歩
譲
っ
て
、
サ
カ
ジ
パ
が
ス
ラ
ヴ
人

の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
　
「
サ
カ
リ
バ
の
一
種
族
ル
ー
シ
」
と
い
う
ホ
ル
ダ

ド
ベ
…
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ァ
ド
デ
ン
は
藏
接
、

ヴ
ォ
ル
ガ
・
ブ
ル
ガ
ル
国
を
訪
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
は
間
接

の
報
告
に
よ
っ
て
、
そ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
と
し

て
は
、
フ
ァ
ド
ラ
ソ
の
方
を
よ
り
信
糊
す
る
の
が
山
冠
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、

他
の
ア
ラ
ビ
ア
作
家
達
も
、
ル
ー
シ
人
と
ス
ラ
ヴ
人
を
区
別
し
、
尚
潜
を
陶
一

視
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
こ
の
記
事
を
承
認

す
る
こ
と
は
鶏
来
な
い
。
他
の
ア
ラ
ビ
ア
作
家
に
お
け
る
「
ル
ー
シ
」
の
解
明

は
、
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
一
・
二
、
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
か
の
マ
ス
ウ
ー
ヂ
も
『
黄
金
の
牧
場
」
の
中
で
、

　
「
ヤ
ペ
テ
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
る
種
族
に
、
ル
ー
シ
と
ス
ラ
ヴ
人
が
あ
り
、

彼
ら
は
バ
ザ
ー
ル
の
軍
隊
に
勤
務
し
て
い
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
、
述
べ
て
、
ル
ー
シ
と
ス
ラ
．
ヴ
を
区
耕
し
て
い
る
。

　
あ
る
い
は
ま
た
、
十
世
紀
の
始
め
、
九
〇
三
年
頃
、
『
歴
史
・
地
理
綜
合
蕾

科
辞
典
』
（
｝
（
一
汁
騨
σ
　
餐
ザ
〉
一
ρ
財
　
節
鵠
ー
ズ
ρ
い
ω
僧
）
を
書
い
た
イ
ブ
ン
・
ロ
ス
テ
…
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

次
の
よ
う
に
記
し
、
ル
ー
シ
を
ス
ラ
ヴ
人
と
区
別
し
て
い
る
。

　
「
ル
ー
シ
は
舟
で
ス
ラ
ヴ
人
を
襲
い
、
捕
え
て
捕
虜
と
し
、
ハ
ザ
…
ル
人
や

ブ
ル
ガ
ル
人
の
も
と
に
連
れ
て
行
っ
て
、
彼
ら
を
売
り
渡
す
。
」
と
。

四

　
以
上
、
述
べ
来
っ
た
の
は
、
　
「
サ
カ
リ
パ
」
が
も
し
ス
ラ
ヴ
人
だ
け
を
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
イ
ブ
ン
・
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
「
サ
カ
リ
バ
の
一
種
族
ル
ー
シ
」

の
記
享
は
承
認
で
き
な
い
こ
と
、
　
「
サ
カ
リ
バ
」
が
も
っ
と
広
い
意
陳
内
容
を

持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
記
事
は
ル
ー
シ
甕
ス
ラ
ヴ
人
と
い
う
等
式
を
証
明
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ホ
稿
の
始
め
に
掲
げ
た
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
の
第
三
段
う
お

よ
び
第
四
段
の
始
め
に
あ
る
「
彼
ら
漏
と
い
う
人
称
代
名
詞
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
「
彼
ら
」
は
、
先
に
も
示
し
た
如
く
、
　
「
ル
ー
シ
」
と
も
「
ユ
ダ
ヤ
人
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
も
取
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
藤
、
面
謁
が
註
解
す
る
よ
う
に
、
　
「
内
容
か
ら
見

て
ユ
ダ
ヤ
商
人
と
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
」
面
も
あ
る
。

　
第
一
に
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
「
ユ
ダ
ヤ
商
人
と
ル
…
シ
商
人
の
旅
程
」
の
記

事
全
体
を
見
る
と
、
始
め
に
ユ
ダ
ヤ
商
人
の
海
上
通
商
路
、
次
に
ル
ー
シ
商
人

の
通
商
路
が
述
べ
ら
れ
、
問
題
の
第
三
段
以
降
は
ユ
ダ
ヤ
商
人
の
陸
上
通
商
路

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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「ルージ」に関するイブソ・ホルダドベーの記事について（木崎）

　
第
二
に
、
　
「
サ
カ
リ
パ
」
を
ス
ラ
ヴ
人
と
解
し
、
さ
ら
に
藤
本
氏
の
如
く
、

ル
ー
シ
を
ロ
シ
ヤ
人
と
解
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
第
三
段
以
降
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
広
範
闘
な
商
業
活
動
を
行
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
第
三
に
、
も
し
ル
ー
シ
が
ス
ラ
ヴ
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
四
段
の
「
彼
ら
」

を
ル
ー
シ
の
商
人
と
し
た
場
合
、
意
味
が
通
じ
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
　
「
ス
ラ
ヴ
の
商
人
は
ス
ラ
ヴ
の
黒
々
を
通
っ
て
…
…
扁
と
い
う
風
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
第
一
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
二
、
第
三
の
点
は
、
ル
ー
シ

鐸
ス
ラ
ヴ
と
い
う
等
式
を
承
認
し
た
上
で
の
話
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
ホ
ル

ダ
ド
ベ
ー
の
「
サ
カ
リ
バ
の
一
種
族
ル
ー
シ
」
と
い
う
条
の
「
サ
カ
リ
パ
」
が

ス
ラ
ヴ
人
の
み
で
な
く
、
も
っ
と
広
範
騒
な
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

「
ル
ー
シ
」
が
フ
ァ
ド
ラ
ン
の
示
す
如
く
ノ
ル
マ
ン
人
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

話
が
違
っ
て
来
る
。

　
第
一
に
、
少
く
と
も
第
四
段
目
「
彼
ら
偏
を
「
ル
ー
シ
」
と
も
解
釈
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
第
四
段
に
示
さ
れ
て
い
る
通
商
路
の
順
序
は
、
ω
ス

ラ
ヴ
の
村
々
、
②
バ
ザ
ー
ル
の
国
、
㈹
．
ハ
ル
ク
（
カ
ス
ピ
海
の
東
方
）
で
あ
る
。

こ
の
順
序
に
お
い
て
、
商
人
達
の
出
発
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ア
ラ
ビ

ア
で
は
な
く
て
、
　
門
ス
ラ
ヴ
の
地
の
最
も
土
偏
に
あ
る
ル
ー
シ
の
倥
地
か
、
第

三
段
に
見
え
る
ス
ペ
イ
ン
ま
た
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
が
適

当
か
は
後
述
す
る
と
し
て
、
と
も
か
く
、
こ
の
「
彼
ら
」
が
「
ル
…
シ
」
と
考

え
る
こ
と
も
出
来
る
の
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
、
ル
ー
シ
縁

ス
ラ
ヴ
人
と
し
て
、
こ
の
「
彼
ら
」
を
門
ル
…
シ
」
と
解
釈
し
た
場
合
に
生
ず

る
矛
盾
は
無
く
な
り
、
文
章
の
意
味
も
通
じ
よ
う
。

　
第
二
に
、
も
し
ル
ー
シ
が
ノ
ル
マ
ン
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
広
続
闘
に

わ
た
る
商
業
活
動
は
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
ル
ー
シ
鰭

ス
ラ
ヴ
と
し
、
ス
ラ
ヴ
人
が
広
範
な
商
業
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由

で
、
こ
れ
ら
の
「
彼
ら
」
を
「
ユ
ダ
ヤ
人
扁
と
考
え
た
方
が
良
い
と
い
う
理
由

も
薄
弱
と
な
る
。

　
第
三
に
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
嘉
霊
気
の
調
子
か
ら
行
け
ば
、
第
三
段
、
第

四
段
目
「
彼
ら
」
は
門
ル
ー
シ
商
人
」
と
も
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
こ
の

場
合
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
…
の
「
ユ
ダ
ヤ
商
人
と
ル
ー
シ
商
人
の
旅
程
」
全
体
は
、

ω
ユ
ダ
ヤ
商
人
の
通
商
路
、
②
ル
…
シ
商
人
の
通
商
路
の
順
序
で
書
か
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
の
第
三
段
、
第
四
段
の
「
彼
ら
」
は
「
ユ

ダ
ヤ
商
人
」
と
も
、
　
「
ル
ー
シ
商
人
扁
と
も
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
い
つ
れ
を
取
る
の
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　
記
事
自
体
の
調
子
か
ら
喬
え
ば
、
ル
ー
シ
説
が
妥
当
で
は
あ
る
が
、
全
体
の

叙
述
を
考
え
る
時
、
そ
れ
を
ω
ユ
ダ
ヤ
人
の
旅
程
、
②
ル
ー
シ
人
の
旅
程
と
考

え
る
の
は
無
理
で
あ
り
、
ω
海
上
通
商
路
、
②
陸
上
通
商
路
と
考
え
る
の
が
よ
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り
妥
当
で
、
そ
の
場
合
、
海
上
活
躍
艮
干
た
る
ノ
ル
マ
ン
人
（
ル
ー
ジ
人
）
を

陸
上
通
上
路
の
主
体
者
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
ル
…
シ
説
は
妥
当
で
な
い
。
特

に
第
三
段
の
北
ア
フ
リ
カ
陸
上
通
商
路
の
主
体
者
た
る
「
彼
ぢ
」
を
「
ル
ー
シ
」

と
見
な
す
の
は
妥
当
で
な
い
。

　
し
か
し
、
第
四
段
の
「
彼
ら
」
に
つ
い
て
喬
え
ば
、
そ
れ
が
陸
上
通
商
路
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
点
、
ま
た
バ
ル
ク
か
ら
さ
ら
に
シ
ナ
に
ま
で
達
す
る
と
述

べ
て
い
る
点
か
ら
、
　
「
ユ
ダ
ヤ
商
人
」
…
f
た
だ
し
ス
ペ
イ
ン
ま
た
は
フ
ラ
ン

ク
王
羅
か
ら
出
発
す
る
ユ
ダ
ヤ
商
人
と
解
釈
す
る
の
も
妥
当
で
は
あ
る
が
、
ル

ー
シ
説
も
か
な
り
有
力
と
な
る
。

　
第
一
に
、
ユ
ダ
ヤ
商
人
の
中
央
ア
ジ
ア
を
通
る
陸
上
通
商
路
に
つ
い
て
言
え

ば
、
ま
ず
．
バ
グ
ダ
ッ
ド
か
ら
カ
ス
ピ
海
ー
バ
ル
ク
ー
ト
ラ
ン
ス
オ
ク
シ
ア
ナ
ー

シ
ナ
の
旅
程
が
述
べ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
南
か
ら
カ
ス
ピ
海
に
薫
る

旅
程
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
前
に
も
示
し
た
如
く
、
む
し
ろ
北
か
ら

か
ス
ピ
海
に
出
る
旅
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
応
ル
ー
シ
の
旅
程
を

意
味
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
ノ
ル
マ
ン
人
は
海
上
活
躍
民
族
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
彼
ら
は
鳴

水
陸
路
に
よ
り
、
河
か
ら
河
へ
、
海
か
ら
海
へ
と
、
内
陸
深
く
ま
で
浸
透
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
、
ら
く
だ
に
乗
っ
て
バ
グ
ダ
ッ
ド

ま
で
や
っ
て
来
た
商
人
達
に
つ
い
て
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
が
、
そ
の
商
人
達
も
ま

た
ユ
ダ
ヤ
商
人
と
同
様
、
カ
ス
ピ
海
の
衷
方
に
も
出
入
す
る
と
考
え
た
と
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
自
身
、
ル
ー
シ
が
「
カ
ス
ピ
海
に
出
て

窪
分
の
行
こ
う
と
思
う
岸
に
肉
う
」
と
需
っ
て
い
る
。
端
然
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
は
、

ル
ー
シ
が
カ
ス
ピ
海
の
東
岸
に
も
上
陸
し
、
バ
ル
ク
方
繭
に
も
向
う
と
考
え
た

ろ
う
。

　
第
三
に
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
…
の
記
事
の
第
三
段
の
「
彼
ら
」
を
「
ユ
ダ
ヤ
人
」

と
考
え
る
な
ら
、
第
四
段
の
「
彼
ら
」
も
文
章
の
調
子
か
ら
、
　
「
ユ
ダ
ヤ
人
」

と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
問
題
は
調
子
で
は
な
く
て
、

内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
三
段
の
「
彼
ら
」
は
文
章
の
調
子
か
ら
言
え
ば
、

「
ル
ー
シ
」
と
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
か
ら
言
え
ば
「
ユ
ダ
ヤ
」
と
解
す
る
方

が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
第
掘
段
の
「
彼
ら
」
は
文
章
の
内
容
か
ら
、

「
ル
ー
シ
」
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
も
し
、
こ
れ
ら
の
「
彼
ら
」
が
、
少
く
と
も
第
週
段
の
「
彼
ら
」

が
、
　
「
ル
ー
シ
」
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
、
赤
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
「
サ
カ
リ
パ
の
一

種
族
ル
ー
シ
」
の
条
の
「
サ
カ
リ
バ
扁
は
広
い
意
味
内
｛
谷
を
皿
狩
ち
、
ス
ラ
ヴ
ー
ー

ル
ー
シ
の
等
式
を
読
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

念
の
為
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
「
彼
ら
」
が
「
ル
ー
シ
」
で
な
い
と
し
て
も
、

先
に
述
べ
た
如
く
、
　
「
サ
カ
リ
バ
」
が
も
し
ス
ラ
ヴ
人
だ
け
を
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
ホ
ル
グ
ド
ベ
！
の
記
事
は
そ
の
ま
ま
認
め
難
い
こ
と
、
　
「
サ
カ
リ
バ
」
が

も
っ
と
広
い
訴
陳
内
容
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
は
動
か

な
い
所
で
あ
る
。
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五

　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
次
の
問
題
は
、
こ
の
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
に
よ
っ
て
、

「
ル
ー
シ
の
住
地
」
が
ど
こ
で
あ
っ
た
と
、
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
ヴ
エ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
「
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
仏
訳
者
は
、
ル
ー
シ
の
商
人
達
は
『
ド
ン
河
を
下
り
』

と
訳
し
て
い
る
が
、
原
文
に
は
ド
ン
河
の
道
を
『
行
き
』
　
（
。
・
餌
繍
）
と
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
ル
ー
シ
の
商
人
達
は
ア
ゾ
フ
海
か
ら
流
を
遡
り
来
る
こ
と
を
常
と

し
た
の
で
あ
り
、
北
か
ら
流
を
下
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
殆
ん
ど
確
か
で
あ

る
。
」

　
彼
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ル
ー
シ
の
国
が
、
ア
ゾ
フ
海
沿
燦
の
ト
ム
ト

群
力
…
二
で
あ
っ
た
と
主
張
し
、
そ
れ
が
北
方
、
す
な
わ
ち
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
で
あ

っ
た
と
す
る
説
に
反
対
す
る
。

　
ル
…
シ
の
国
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
の
問
題
は
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
審
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
種
々
の
史
料
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
稿

を
改
め
て
叙
述
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
だ
け
に
つ
い
て

言
っ
て
も
、
こ
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
説
は
全
く
承
認
し
難
い
。

　
第
一
に
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
自
身
、
ル
ー
シ
の
国
は
「
ス
ラ
ヴ
の
地
の
最
も
奥
」

に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
と
矛
盾
す
る
。

　
第
二
に
、
も
し
ル
ー
シ
が
ア
ゾ
フ
海
沿
環
か
ら
ド
ン
を
遡
っ
た
の
で
あ
れ
ぽ
、

ド
ン
と
ヴ
ォ
ル
ガ
の
最
も
接
近
す
る
地
点
よ
り
南
に
、
つ
ま
り
ド
ソ
の
下
流
に

あ
っ
た
バ
ザ
ー
ル
の
町
サ
ル
ケ
ル
に
つ
い
て
、
ホ
ル
グ
ド
ベ
ー
は
欝
い
及
ぶ
べ

き
で
あ
っ
た
。
ホ
ル
ダ
ド
ベ
；
の
記
事
が
何
時
頃
書
か
れ
た
か
に
つ
い
て
は
種

々
異
論
が
あ
り
、
学
者
間
に
一
致
を
見
て
い
な
い
が
、
．
ほ
ぼ
九
世
紀
の
中
頃
と

　
　
　
　
　
　
⑭

考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
サ
ル
ケ
ル
は
八
三
三
年
頃
に
建
設
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
は
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
が
サ
ル
ケ
ル
に
触
れ
ず
、
ハ
ム

リ
ヂ
に
つ
い
て
の
み
記
し
て
い
る
の
は
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
が
古
い
史
料
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く
の
推
論
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

上
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
二
身
、
後
年
同
様
な
主
張
を
展
開
し
て
い
る
書
物
に

お
い
て
、
こ
の
ハ
ム
リ
ヂ
聞
題
に
は
；
…
ロ
も
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
彼
の
ハ

ム
リ
ヂ
問
題
に
つ
い
て
の
自
信
の
な
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
三
に
、
も
し
ル
ー
シ
の
国
が
ア
ゾ
フ
海
沿
襟
に
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ル
ー

シ
は
ど
う
し
て
ド
ソ
を
遡
っ
て
、
迂
廻
し
て
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
達
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
自
身
、
サ
ル
ケ
ル
は
バ
ザ
ー
ル
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
ル
ー
シ
に
姓
抗
し
て
建
て
た
要
塞
と
考
え
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
敵
対
国
を
通

る
迂
廻
路
を
取
る
必
要
が
、
ル
ー
シ
に
は
無
か
っ
た
ろ
、
）
。
ク
バ
ン
河
が
ト
ム

ト
ロ
カ
ー
ユ
に
注
い
で
贋
り
、
ク
パ
ン
河
か
ら
ク
マ
河
、
あ
る
い
は
テ
レ
ク
河
、

ク
ラ
河
に
よ
っ
て
、
カ
ス
ピ
海
に
翻
れ
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
に

　
　
㊥

よ
れ
ば
、
ル
ー
シ
と
バ
ザ
ー
ル
の
敵
対
関
係
は
七
八
七
年
来
の
こ
と
で
あ
る
。
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と
す
れ
ば
、
ホ
ル
ダ
ダ
ド
ベ
ー
の
記
事
は
そ
れ
以
前
の
状
態
を
反
映
し
て
い
る

と
で
も
奪
う
の
で
あ
ろ
、
）
か
。

　
ホ
ル
瀞
グ
弾
ト
ベ
　
一
の
記
｛
畢
だ
臼
げ
に
つ
い
て
昌
一
爾
」
κ
ば
、
　
ル
ー
シ
の
国
は
、
　
ド
ン
河
、

ま
た
は
ヴ
ォ
ル
ガ
の
上
流
で
、
ス
ラ
ヴ
の
地
の
最
も
奥
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
・
）
。
つ
ま
り
、
　
「
テ
ニ
ス
」
と
読
ま
れ
る
簸
所
が
、
ド
ン
河
で

あ
ろ
5
と
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
で
あ
ろ
5
と
、
ル
；
シ
は
そ
れ
を
下
っ
て
山
米
た
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
上
流
域
が
ル
ー
シ
の
国
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
場
合
、
思
い
起
さ
れ
る
の
は
、
　
『
原
初
年
代
記
』
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
太
・
稿
の
始
め
で
も
引
漉
し
た
、
ル
ー
シ
ー
ー
ノ
ル
マ
ン
人
た
る
た
と

を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
八
六
二
年
の
条
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
先
の
引
胴
文
に
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

つ
い
て
、
次
の
如
く
あ
る
。

　
「
チ
ュ
ー
ヂ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ン
、
お
よ
び
ク
リ
ヴ
ィ
チ
ま
た
ヴ
ェ
ー
シ
は
、
ル

ー
シ
に
欝
つ
た
。
　
『
…
…
来
り
て
公
治
し
、
我
ら
を
支
配
せ
よ
』
と
。
し
か
し

て
三
人
の
兄
弟
が
己
の
氏
族
と
共
に
選
ば
れ
、
自
ら
す
べ
て
の
ル
ー
シ
を
ひ
ぎ

つ
れ
て
来
っ
た
。
…
…
そ
れ
ら
の
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
人
か
ら
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
ル
ー

シ
の
地
と
呼
ば
れ
た
。
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
篇
所
は
さ
ら
に
、
属
じ
螢
、
年
代
記
縣
の
次
の
条
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
。

　
門
ル
ー
シ
か
ら
ヴ
ォ
ル
ガ
に
濁
っ
て
ボ
ル
ガ
ル
人
お
よ
び
フ
ヴ
ァ
リ
ス
人

（
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
住
民
）
の
所
に
行
き
、
そ
し
て
策
ヘ
シ
ム
の
割
当
て
（
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
方
面
）
に
ま
で
行
き
、
一
方
ド
ヴ
ィ
ナ
に
沿
っ
て
ヴ
ァ
リ
ャ
！
グ

人
の
所
へ
、
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
か
ら
ρ
ー
マ
ま
で
、
ロ
ー
マ
か
ら
ま
た
ハ
ム
の
種

族
の
所
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
ド
ニ
エ
プ
ル
は
多
く
の
湾
口
を
通
っ

て
ポ
ン
ト
ス
海
へ
流
れ
入
る
が
、
こ
の
海
は
ル
ー
シ
の
海
と
聞
え
て
居
る
。
」

　
正
に
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル
ー
シ
の
地
と
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
、
西
ド
ヴ

ィ
ナ
、
ド
ニ
エ
プ
ル
の
、
従
っ
て
ド
ン
の
上
流
域
で
あ
る
。
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の

記
事
に
あ
る
ル
ー
シ
の
圏
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
、
全
く
良
く
符
合
す
る
。
な

お
、
パ
ス
ケ
ヴ
ィ
チ
は
、
　
『
原
初
年
代
記
』
の
こ
の
部
分
に
見
え
る
「
ル
ー
シ

の
海
」
（
切
β
。
。
ω
匠
。
属
。
目
○
）
は
「
ロ
…
岬
、
の
海
」
　
（
湾
伝
達
。
。
匠
¢
冨
。
同
Q
）
と
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

来
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
こ
の
問
題
は
前
に
も
述
べ
た

如
く
、
後
に
考
究
す
る
と
し
て
も
、
も
し
パ
ス
ケ
ヴ
ィ
チ
の
主
張
す
る
如
く
で

あ
る
な
ら
ば
、
ホ
ル
グ
ド
ベ
ー
に
も
黒
海
は
「
ル
ー
ム
の
海
」
と
書
か
れ
て
弄

り
、
両
者
は
全
く
良
く
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

　
換
言
す
れ
ば
、
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
認
慕
は
、
　
『
原
初
年
代
記
』
の
記
事
と
矛

盾
す
る
ど
こ
ろ
か
、
一
致
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ホ

ル
ダ
ド
ベ
ー
の
説
購
は
、
ル
ー
シ
醤
ス
ラ
ヴ
入
の
等
式
を
証
明
す
る
も
の
で
は

な
い
。

　
①
　
イ
ブ
ン
・
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
に
つ
い
て
は
、
藤
…
本
勝
次
「
イ
プ
ン
・
コ
ル

　
　
ダ
…
ド
ベ
『
ユ
ダ
ヤ
商
人
と
ロ
シ
ヤ
商
人
の
旅
程
』
翻
訳
」
、
『
東
洋
史
研

　
　
究
』
第
十
一
巻
、
五
・
六
号
六
二
頁
諮
①
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
、
す

　
　
な
わ
ち
、

　
　
晦
添
。
《
o
ざ
℃
心
象
ρ
o
｛
澄
㌶
ヨ
讐
δ
b
。
M
”
H
押
℃
．
Q
。
O
O
。
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「ルーシ」に関するイブソ・ホルヅドベーの記瑛について（木崎）

　
∩
．
国
津
麺
噌
2
ぴ
答
○
同
鋒
儲
お
〉
邑
p
げ
’
μ
り
ト
っ
Q
Q
℃
℃
．
ト
っ
㊤
切

　
じ
6
円
。
血
8
嗣
ヨ
曽
ヨ
ご
O
o
紛
〇
三
〇
げ
砕
O
（
ざ
円
〉
同
p
窯
ω
〇
一
δ
冨
ピ
群
。
噌
簿
＝
円
ρ
押
回
）
・

　
卜
○
碁
っ
切

　
一
〇
霞
二
鉱
〉
。
・
智
窪
ρ
環
。
臼
。
。
①
㎝
＜
”
じ
ご
賀
烹
2
q
①
譲
。
唄
轟
鴛
戸
ご
び
7
、
お
自
○
ω

　
男
○
簿
。
。
。
o
酔
（
ざ
も
Q
℃
δ
＜
ヨ
。
畠
唱
導
夢
三
囲
プ
。
誌
解
像
σ
Φ
貫
℃
’
り

　
U
o
O
o
a
P
9
∴
　
じ
凄
8
躍
○
窪
o
o
帥
○
Φ
o
σ
q
脱
ρ
℃
プ
。
罎
ヨ
｝
純
毛
o
o
三
巴
・

　
＜
押
一
〇
。
G
。
O
序
文
、
お
よ
び
、
木
崎
良
平
、
初
期
キ
エ
フ
・
．
ロ
シ
ヤ
史
の

　
為
の
史
料
、
　
鹿
∴
八
史
学
第
二
ハ
ロ
万
、
　
六
九
一
七
〇
晋
以
な
一
ど
漁
陥
凹
の
こ
と
。

②
　
ホ
ル
ダ
ド
ペ
ー
の
「
道
里
記
・
郡
国
志
」
に
つ
い
て
は
、
木
崎
、
前
掲

　
論
文
、
七
〇
頁
参
照
。

③
　
　
卿
膿
本
晶
闘
掲
払
澗
文
、
　
六
　
－
六
一
欝
貝
よ
り
・
引
田
川
。
　
藤
本
・
氏
は
　
∪
①
O
o
①
軸
①

　
の
前
掲
欝
中
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
翻
訳
し
て
い
る
。
O
Φ
O
o
ε
ρ
o
℃
．
鼠
枠
■
、

　
℃
や
μ
α
ω
～
窃
㎝

④
本
稿
で
後
述
す
る
如
く
、
ロ
シ
ヤ
と
訳
す
る
の
は
誤
り
。
「
ル
ー
シ
の
」

　
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
こ
れ
も
後
述
す
る
如
く
、
「
黒
海
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。

⑥
　
こ
の
箇
所
は
じ
ご
．
自
。
護
①
団
欝
目
凹
畠
の
前
掲
欝
、
｝
O
葺
目
的
．
》
玖
即
■
℃
‘
じ
①

　
の
如
く
、
　
「
ス
ラ
ヴ
の
河
、
テ
ニ
ス
を
下
っ
て
、
支
流
を
横
ぎ
り
、
　
ハ
ザ

　
ー
ル
の
晦
へ
行
く
。
」
　
と
解
す
る
の
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、

　
メ
イ
ナ
ー
ル
は
「
ス
ラ
ヴ
の
河
を
舟
で
下
り
、
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、

　
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
　
Q
っ
．
甥
㊤
娼
O
唱
餌
暮
…
諸
。
げ
節
日
ヨ
。
自
門
昌
芝
『
｛
け
震
ω

　
o
p
o
Q
冨
農
鑓
三
払
子
。
。
。
。
β
霧
”
目
H
6
ω
黒
く
。
巴
。
僻
昌
鳥
国
9
簿
国
学
目
○
勺
①
鍵
ρ

　
菊
O
〈
δ
毛
層
く
目
阿
押
回
Φ
卜
∂
P
℃
．
Q
o
目
参
照
、
テ
ニ
ス
と
は
タ
ナ
イ
ス
と
ギ
リ

　
シ
ア
入
が
呼
ん
だ
河
で
顕
。
同
。
篇
。
ε
ω
り
鵠
冨
ε
ほ
ρ
ρ
解
く
”
q
メ
（
盤
木
巌
訳
、

　
（
上
）
三
六
九
頁
）
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
如
く
、
ド
ン
河
の
こ
と
。

⑦
　
フ
ァ
ル
サ
ク
と
は
一
時
聞
に
馬
が
速
歩
で
行
く
距
離
の
こ
と
。
ア
ラ
ビ

　
ア
で
は
五
七
六
二
・
八
メ
…
ト
ル
。
　
鵠
昌
。
ズ
。
ピ
。
略
訂
㌶
コ
ノ
一
押
℃
噛
圃
O

　
藤
本
前
掲
論
文
、
註
⑫
参
照
。

⑧
ナ
サ
；
ラ
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
る
。

⑨
後
述
の
如
く
、
こ
の
「
彼
ら
」
は
ユ
ダ
ヤ
商
人
で
よ
い
が
、
ル
ー
シ
商

　
人
と
も
取
れ
る
。

⑩
　
こ
の
「
彼
ら
」
は
⑨
と
同
様
で
あ
る
が
、
自
分
は
「
ユ
ダ
ヤ
商
人
お
よ

　
び
ル
ー
シ
商
人
」
と
考
え
た
い
。

＠
　
こ
の
箇
所
の
解
釈
に
つ
い
て
は
⑥
参
照
の
こ
と
。

（
⑫
　
　
藤
棚
本
科
削
髪
弧
嗣
脅
人
、
　
穴
一
百
ハ

⑬
　
こ
れ
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
胃
鍵
。
げ
①
〈
の
騨
ざ
麟
∬
湊

　
讐
沼
犀
。
＝
馨
霞
欝
外
務
省
調
査
周
訳
、
昭
和
一
二
、
第
一
巻
、
一
七
四

　
頁
、
な
お
、
　
「
ロ
シ
ヤ
」
の
概
念
の
成
立
に
つ
い
て
は
望
①
詳
鳥
。
撃
勺
簿
空

　
H
。
。
㊦
路
“
菊
澤
ω
ω
す
⇒
ω
9
象
。
。
。
”
O
げ
曽
讐
。
ρ
8
び
Φ
○
『
凶
σ
Q
ぎ
○
開
け
ぴ
①
涛
β
。
。
。
。
－

　
獲
禺
国
要
事
。
翼
ρ
ヨ
①
ω
》
o
。
。
℃
①
o
一
飯
ぞ
”
℃
℃
■
き
～
膳
Q
。
．
お
q
ρ
匿
。
ぴ
①
冨
7

　
p
〈
P
な
お
、
チ
ホ
ミ
ロ
フ
は
、
「
ρ
シ
ヤ
と
い
う
名
称
が
十
八
世
紀
の
は

　
じ
め
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ヤ
帝
国
の
形
成
期
に
や
っ
と
認
め
ら
れ
た
と
い
う

　
の
が
暗
黙
の
了
承
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
竃
．
2
■
日
陣
び
。
日
貯
○
＜
》
○

　
層
。
石
臼
＆
注
。
詳
嬬
鵠
導
く
餌
巳
）
螢
．
、
口
。
ω
ω
帯
騨
、
、
噌
く
。
鷺
。
ω
鼠
H
ω
8
℃
芦

　
お
㎝
Q
Q
讐
翼
ρ
一
戸
℃
．
O
G
◎
．

⑭
　

ホ
ル
ダ
ド
ベ
i
藤
…
言
訳
六
〇
百
八
、
一
）
①
○
σ
o
隔
①
”
o
勺
●
o
淳
4
℃
．
掃
朝
ω

⑬
》
．
津
魚
日
餌
詳
2
震
く
9
巳
①
Ω
お
琵
◎
㈹
○
き
。
曙
即
く
α
。
ヨ
島
巳
日
－

　
斜
霧
擢
2
層
Φ
話
凶
営
N
ρ
包
虫
（
一
如
○
＝
登
呂
く
。
珍
。
押
○
く
。
α
9
、
℃
識
》
賠
暮
望

75 （905）



　
悶
。
ヨ
累
ロ
N
o
Φ
》
障
欝
ら
①
ヨ
凱
Z
餌
償
犀
ω
Q
Q
Q
α
鴻
讐
く
．
一
Φ
ω
ρ
℃
．
①
蒔
り
ω
①
ρ
ρ
乱

　
｝
．
畷
帥
ぽ
鐸
σ
o
く
。
。
財
団
．
H
σ
⇔
－
竃
謎
犀
ρ
〈
①
凶
搾
げ
。
℃
o
評
げ
。
畠
¢
切
q
ω
o
＜
＜
じ
ご
。
目
鳥
－

　
簿
9
。
〈
Q
o
b
⊃
b
⊃
σ
Q
幽
艮
置
ω
＼
蒔
σ
q
ご
く
欝
ρ
馨
嬬
鮎
（
泣
く
器
ヨ
Φ
轟
巴
城
州
図
白
く
”
μ
露
ρ

　
唱
や
。
。
ω
一
心
噛
く
’
じ
d
錠
ε
嬢
噌
諺
冠
ρ
げ
ω
臨
①
貯
〆
、
o
ω
け
蔓
ρ
o
同
g
ω
9
箆
回
、
ω
o
く
。
匹

　
酔
ω
搾
。
①
　
〈
o
Q
ほ
叶
O
搾
。
〈
o
自
。
昌
冨
　
H
堵
　
H
Φ
蒔
ρ
　
℃
・
b
⊃
一
　
〉
．
く
ρ
ω
凱
冨
く
樋
門
財
①

　
潟
餌
ω
ω
獲
p
｝
算
ρ
o
閃
o
p
σ
o
二
二
銭
回
鉱
⇒
○
営
。
営
。
◎
①
ρ
8
げ
①
累
Φ
象
Φ
〈
鎮

　
｝
8
α
Φ
諺
鴇
O
h
諺
ヨ
①
甑
o
ρ
×
い
く
押
同
詮
伊
勺
．
朝
Q
。
、
そ
の
他
。
こ
れ
は

　
弓
霧
N
厩
①
≦
ぎ
N
噛
国
も
目
げ
o
O
ユ
σ
Q
汐
。
隔
影
篇
ω
ω
㌶
層
ド
Φ
α
餅
℃
・
蒔
卜
o
ρ
轟
。
富

　
α
よ
り
引
用
。

⑯
男
O
露
σ
q
。
ざ
労
。
欝
ヨ
自
2
0
①
費
巳
（
窪
考
①
澤
9
吋
b
ご
属
窪
仲
ぎ
①
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
⑩
Q
Q
¶
　
　
　
　
H
…
膳
も
◎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

＠＠＠
N
o
客
ω
o
げ
ユ
津
h
郎
『
閑
マ
。
げ
。
コ
σ
q
①
ω
o
同
字
。
｝
訴
Φ
”
い
く
H
》

一
自
①
欝
一
P
o
Q
け
煮
住
一
】
W
陣
N
P
冨
げ
凶
昌
一
①
Z
O
①
嬬
㊦
昌
一
〇
一
唖
く
曽

O
捗
℃
拶
ω
N
｝
瓜
。
毛
ぎ
N
”
○
℃
．
9
戸
℃
．
癖
b
o
ρ

　
切
・
畠
Φ
窯
⑦
鴫
コ
ρ
目
創
闇
。
や
。
律
4
℃
．
H
H
①
・

　
∪
①
O
O
£
ρ
○
や
。
富
¢
℃
◎
H
α
駆

お
ω
P

唱
℃
・

喝
や
陣
㎝
b
⊃
一
ω
●

　
　
日
・
〉
幽
騨
H
ρ
藏
ρ
＃
嚇
○
簿
。
β
噌
。
℃
巴
。
陸
。
げ
。
自
灘
仙
o
o
。
仲
鶯
ω
宙
賦
の
。
o
げ
①
Q
Q
時
①
跨
苧

　
農
α
q
ρ
円
Φ
O
ρ

⑳
碧
い
。
三
・
鷺
q
穿
。
a
ρ
霞
菩
。
。
匡
Q
島
。
副
産
。
毛
9
。
鼠
窪
。
。
N
g
宰

　
N
p
》
」
℃
噂
・
同
ω
q
◎
i
N
ゆ
績
。
汁
。
匹
h
巴
○
ヨ
”
く
⑲
円
雛
餌
α
Q
。
犀
団
讐
同
げ
o
O
鼠
α
Q
一
露
切
o
h

　
図
賃
o
Q
o
摩
一
ρ
H
q
⊃
㎝
ρ
℃
■
ω
卜
Ω
O
旨
O
伸
Φ
○
．

⑳
　
バ
ザ
ー
ル
人
の
町
、
ヴ
ォ
ル
ガ
下
流
の
犀
鵠
に
因
ん
で
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河

　
は
か
く
呼
ば
れ
た
。

⑫
　
苫
葺
聴
一
．
鼠
翻
貯
ヨ
目
押
や
同
日
。
。
一
・
藤
本
前
掲
論
交
、
註
⑲
参
照
。

⑳
く
●
竃
ヨ
。
話
職
質
国
運
巨
寧
と
9
歩
お
G
。
N
竈
．
醸
”
滞
る
嵩
I
b
。
同
。
。
噂

　
．
も
◎
一
⑦
噂
O
捗
く
2
謬
突
δ
犀
鳥
旧
》
嵩
。
δ
口
け
閑
昌
Q
。
餓
2
H
り
駆
ρ
℃
．
⑩
刈
な
お
、

　
く
①
巴
⇒
勲
畠
q
。
開
《
は
ド
ン
河
が
ル
ー
シ
の
河
と
呼
ば
れ
た
と
考
え
る
く
。
葺
で

　
曾
畠
。
。
門
戸
軍
営
嵩
。
δ
冨
げ
乳
質
沼
㌶
り
℃
℃
．
Φ
メ
鱒
帆
Φ
■

⑳
＜
①
ヨ
巴
路
質
跨
博
9
・
黒
熱
餌
。
。
。
・
5
℃
■
曽
㎝
■

⑳
　
藤
本
前
掲
論
交
、
註
⑳

㊧
　
い
わ
ゆ
る
「
ル
ー
シ
問
題
」
に
お
い
て
ス
ラ
ヴ
説
を
販
る
萎
々
、
特
に

　
現
ソ
ヴ
ニ
ト
史
学
潜
た
ち
。
た
と
え
ば
グ
レ
コ
フ
、
チ
ホ
ミ
ー
ロ
フ
、
リ

　
ハ
チ
ェ
フ
等
で
、
こ
こ
か
ら
、
「
ル
ー
シ
と
は
東
ス
ラ
ヴ
人
に
占
め
ら
れ
て

　
い
た
一
地
方
の
住
民
の
名
称
で
あ
っ
た
」
等
と
い
わ
れ
る
。
憎
ρ
巳
躍
暮
9

　
＜
2
＞
．
ン
費
円
簿
o
H
望
。
・
「
Q
a
ω
ω
搾
H
Φ
㎝
ρ
8
ヨ
．
押
℃
．
蒔
ρ
邦
訳
、
三

　
上
・
涯
口
重
修
、
『
ロ
シ
ア
古
代
中
世
史
』
、
　
～
九
五
四
、
四
七
頁
。

⑳
　
原
初
年
代
記
に
お
け
る
「
ル
」
シ
」
に
つ
い
て
は
胴
に
考
察
し
た
い
。

　
そ
の
若
干
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
拙
論
中
で
触
れ
た
。
『
「
ル

　
ー
ス
カ
ヤ
・
ゼ
ム
リ
ャ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
の
覚
え
書
』
、
『
鹿
大

　
史
学
』
第
四
号
、
昭
和
三
～
、
　
「
『
順
番
制
度
』
に
つ
い
て
扁
、
工
、
互
、

　
『
鹿
大
文
理
紀
要
』
第
七
・
八
号
、
昭
和
三
三
…
四
、
「
『
イ
ー
ゴ
リ
遠
征

　
物
語
』
に
お
け
る
『
ル
ー
シ
』
と
い
う
雷
曲
榮
に
つ
い
て
」
、
『
史
林
』
四
三

　
の
五
、
昭
和
三
五
、
「
ロ
シ
ヤ
と
い
う
称
呼
」
、
『
ロ
シ
ヤ
史
研
究
』
第
九

　
号
、
鹿
大
交
理
世
界
史
研
究
会
、
昭
三
一
。

⑳
　
木
崎
、
『
原
初
年
代
記
考
』
そ
の
一
、
『
麗
大
文
理
紀
要
』
箪
九
号
、
昭

　
和
二
五
、
ニ
二
百
〔
、
原
文
は
じ
臨
（
プ
㊤
o
財
⑦
メ
】
〉
も
。
●
一
℃
o
く
①
ψ
高
く
暁
2
つ
費
甲

　
富
ξ
巨
］
目
Φ
漕
這
α
ρ
押
℃
・
一
〇
。
顧
露
訳
は
岡
書
、
　
二
一
四
頁
、
英
訳
は

　
O
巴
o
Q
暦
。
α
讐
ω
．
瓢
●
旧
8
び
。
労
。
ω
Q
。
一
蜜
ρ
℃
吋
一
士
騨
巴
団
O
プ
嫡
。
嵩
犀
同
ρ
回
り
㎝
ω
”
℃
．
凱
㊤
．

　
邦
藷
除
村
訳
は
、
除
村
吉
太
郎
、
ロ
シ
ヤ
年
代
記
、
昭
和
二
一
年
、
一
八
頁
。
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「ルーシ」に闘するイブソ。ホルダドペー一の詑事について（木崎）

⑳
⑳
　
木
崎
．
、
　
『
初
期
キ
エ
フ
史
料
』
七
〇
頁
参
照
の
こ
と
。
十
世
紀
後
半

　
の
欝
と
は
『
世
界
の
境
』
（
謁
β
亀
節
窮
㊤
で
〉
冨
ヨ
）
の
こ
と
。
　
ガ
ル
デ
ー
ジ

　
の
は
門
叙
述
の
装
飾
㎏
（
N
3
旨
巴
》
窪
募
層
）
の
こ
と
。
露
訳
等
に
つ
い

　
て
は
拙
稿
潤
頁
の
註
を
見
よ
。

⑳
　

㎏
ρ
ω
N
閃
δ
窯
言
N
一
日
ぴ
①
○
ユ
σ
Q
陣
旨
O
h
開
煽
Q
陰
Q
ゆ
一
2
℃
い
μ
O
Q
●

⑫
　
賢
聖
0
9
同
け
鐸
O
ざ
○
．
》
．
一
8
｝
お
試
ρ
σ
q
蜜
ρ
同
Q
ほ
賛
日
¢
お
り
菖
H
6
①
鐸
け
償
肖
ざ
瞬
O

　
ω
ρ
℃
・
b
⊃
も
ゆ
押
イ
ス
タ
ク
リ
の
『
郡
国
立
』
に
つ
い
て
は
、
木
崎
『
初
期

　
キ
エ
フ
史
料
』
七
二
一
三
頁
参
照
、
な
い
4
0
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は

　
く
O
円
謬
ρ
α
ω
犀
望
旧
↓
｝
6
0
鼠
σ
q
凶
添
Q
陰
O
騰
菊
嘗
ω
Q
a
一
ρ
℃
ワ
戸
Φ
『
一
Q
Q
噂
　
梅
田
良
忠
、

　
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ブ
ル
ガ
ー
ル
史
の
研
究
、
昭
南
三
二
、
九
九
頁
参
照
。

⑧
　
マ
ス
ウ
ー
ヂ
お
よ
び
そ
の
『
黄
金
の
牧
場
』
に
つ
い
て
は
、
木
崎
『
初

　
期
キ
エ
フ
史
料
』
七
三
頁
を
見
よ
。
な
お
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、

　
℃
霧
N
匡
①
葱
。
帆
日
冨
○
臨
σ
q
一
p
9
菊
環
三
一
P
や
命
Φ
参
照

⑭
　

勺
ρ
o
o
N
財
一
〇
♂
＜
一
〇
N
鴇
○
℃
．
O
沖
．
℃
．
一
回
O

⑳
　
藤
本
前
掲
論
文
六
三
頁
、
註
⑧
、
国
饗
《
。
一
・
9
毛
蟹
β
H
＜
”
勺
・
刈
メ

　
℃
．
臨
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳
冨
書
。
蔦
ゴ
。
。
三
馨
鋤
。
竃
一
謬
ω
竃
毛
。
。
富
9
質
ω
鴛
曙
斜
護
σ
？

　
犀
8
誉
Q
D
一
P
〈
陣
ρ
〉
謬
は
ρ
償
ρ
℃
．
ω
①
P
　
ω
O
O
　
憎
ρ
ω
N
犀
δ
タ
慢
ぎ
N
廟
　
O
や
　
0
一
¢

　
勺
ワ
幽
目
O
Q
i
蔭
H
①

⑰
　
註
⑳
を
児
よ
。

⑳
例
え
ば
、
＜
①
導
蝕
。
。
犀
質
湯
げ
o
O
嵩
σ
q
卿
器
。
一
図
霧
臨
p
や
お
。
。
匂
噂
霧
苧

　
｝
瓢
①
萎
一
〇
N
W
同
び
①
○
鼠
σ
q
一
昌
O
暁
図
信
o
o
甑
2
℃
．
円
⑦
卜
⊃

⑳
＜
霧
げ
び
興
璽
蜀
二
疑
簿
芦
巴
冒
餌
ぐ
○
簿
。
。
げ
3
δ
｝
二
q
。
ざ
。
び
三
疑
。
く
。
＜
？

　
吻
什
◎
O
無
二
○
一
閃
《
畦
O
唱
Φ
噌
N
財
q
叫
昌
9
｝
　
ン
鷺
躊
寓
叶
O
塊
肋
ジ
憧
麟
　
鷹
9
巴
○
自
灘
O
σ
q
O
℃
憎
O
？

⑯⑲
℃
霧
N
賦
⑦
三
震
瑠
．
6
6
0
H
｝
σ
q
貯
。
賊
菊
霧
ω
5

　
屑
同
団
①
一
翼
○
睦
①
ω
○
コ
　
け
財
O
　
力
冨
巴
ρ
　
○
圃
　
H
σ
P
匡
釣
餌
自
貯
戸

　
認
忠
9
σ
賓
N
ρ
5
怠
臣
碧
H
（
b
⊃
y
］
F
Φ
蒔
ρ
噂
や
刈
一
ω
メ

⑰
〉
邑
①
騒
ω
o
p
貯
G
q
轟
慌
｝
出
一
・
。
ε
曙
○
隔
ω
づ
δ
自
窪
・

　
¢
お
Q
D
芝
①
a
。
e
げ
び
畷
○
．
国
ρ
づ
轟
ρ
ざ
吋
⑫
α
ρ
℃
．
一
〇
Q
。

⑳
　
℃
9
切
N
翻
す
卓
．
討
N
h
構
財
O
O
証
α
q
陣
謬
O
楠
騎
西
嶺
俄
斜
℃
・
　
　
讐
・

　
〈
Φ
ω
プ
O
｝
6
ロ
一
団
2
一
¢
O
Q
o
層
℃
や
ω
①
朝
1
¶
け

⑩
N
ρ
〈
器
器
≦
。
劉
＜
■
…
℃
国
○
重
日
。
N
｝
μ
⊆
。
三
①
一
℃
興
く
。
舞
。
｝
秀
ぎ
欝
賓
ρ
冨
臨

　
汁
O
ユ
団
ρ
一
二
O
コ
一
石
訟
ω
▼
円
残
帽
伍
団
囚
一
〇
！
、
も
陰
渥
魚
蝋
）
〔
鎚
（
7
0
〆
、
局
O
隔
　
〉
剛
（
9
鳥
①
欝
鐸

　
同
O
Q
⑩
鱒
　
℃
■
㎝
Φ
O

　
　
　
　
曽

④
　
］
U
畷
9
℃
彊
ω
一
睡
戸
H
旧
ω
一
9
〈
唄
ρ
質
O
壱
O
ω
鋤
瓜
①
℃
O
Q
o
巳
2
臥
《
欝
剛
×
一
×
H
H
　
く
く
・

　
鄭
ρ
嗣
）
O
昌
自
一
↓
㊤
5
ρ
轟
一
　
℃
O
　
ρ
雲
門
お
〇
一
〇
σ
q
陣
O
プ
Φ
Q
。
｝
凱
ヨ
　
℃
欝
ヨ
団
ρ
け
β
に
ハ
欝
旨
’

　
霞
ρ
け
。
員
a
団
一
二
Q
謄
ざ
岱
O
く
ρ
巳
《
卿
℃
○
｝
ユ
（
び
㊦
O
ざ
σ
q
に
Q
Q
ω
ω
”
噌
く
押
同
O
心
押

　
℃
◎
誌
野

＠
鑑
塁
巴
。
自
旦
9
u
お
話
嚇
賓
㊤
労
3
牢
。
葬
ぎ
N
ぎ
。
巳
。
議
。
，
ω
｝
8
膨

　
σ
q
O
昌
曽
円
O
自
磐
一
〇
σ
同
封
N
O
〈
貧
鼠
㊦
落
馬
O
く
ω
園
○
α
Q
O
σ
q
O
Q
。
環
O
騨
屋
脆
く
ρ
》
日
O
幽
ρ
憎
・
㊤
刈

⑬
　
℃
斜
ω
N
岸
δ
考
8
R
一
目
げ
O
O
瓜
σ
q
卿
雛
O
h
溺
餌
自
陰
ω
β
唖
℃
・
日
日
り

⑭
　
イ
ヴ
ン
・
フ
ァ
ヂ
ラ
ン
お
よ
び
そ
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　　　　　　The　Histor至cal　Image　of　the　Chartist　M：ovement

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　especially　in　Lancashire

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenji　Muraoka

　　To　the　question‘軸at　is　the　Chartist　Movement？’，people　answe－

red‘the　labour－class　movemen亡requiring　the　rea1圭zat呈on　of　the　PeoPle’s

Charter’　accol’ding　to　an　ordinary　definition　of　school　textbQoks．

This　move撫ent　was　not　merely　the　politica1磁ove皿ent　of　lab◎ur

class　but　essent圭ally　the　social－econoinic　movement，　which三s　clear

by　remembering　the　early　nineteenth　cen撫ry　in　England　as　a　violen‡

period．　of　the　industria！revolution．　Beyond　this　ordinary　textbook

interpre亡ation　a　certain　viewpoint　which　may　be　generally　acc臼pted

is　Lenin’s；that　is，‘the　first　broad　and　politically　organized　proleta－

rian－revolutionary　movement　of　the　masses’．　But　when　we　step

i即th・a・撫a1　P・・cess・f　th・Ch・・ti・t　M・v・m・煎・thi・Lg・in’s　cate－

gorical　definition　does　not　prove　a　correct　image　of　ChartisxR．　Ac－

cQrding　to　this　obserVation，　we　have　to　conclude　that‘the　historical

image　of　the　Chaftist　Movement’is　st搬unsettled。

　　This　article，　frorri　this　poinもof　view，　tries　to　descr三be　a　concrete

historical　image　of　the　m6vement，　forcussing　atten垣on　ma圭nly　upon

Lancashire，　the　central　district　in　the　Industrial　Revolutio且．

　　　　　　　　　　　　On　the　passage　of　lbn－Khurdadhbih

　　　　　　　　　　　　　　　Concerning　the　Term　“　Rus’　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ry6hei　Kisaki

　　An　Arabic　writer　of　the　middle　of　the　9th　century，　lbn－Khurdadh－

bih　relates　in　his　work　“The　Routes　and　Kingdom”　（Kitab－al－Masa－

lik　Wal－Mamalik）　ac　s　follows：　“The　Rus’　merchants’　are　a　sort　of

Saqaliba．”　The　ac　nti－Normanists　in　the　so：called　“Problem　of　Rus’”

assume　the　term　“Saqaliba”　in　this’passage　as　the　Slaves　exclusi－

vely，　and　assert　that　1〈hurdadhbih　speaks　distinctly　that　the　Rus’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（977）



were　＄lays．　・．But　if．　the　teasrn　“Sac　qaliba．　．”　were　applie．d．　to．　the　Slays

only，　lbn－Khurdadhbih’s　descrlption　is　contradictory　to　that　of　the

other，　Arabic　writers，　．　such　as　e．g．　・lbn－Fadhlac　n，　lbp－Rustsc，　Mas’udi・，．

al－lstakhrl，　Gardezi，　etc．’ @ln　this　case　we　could　not　regard　Khurdad－

hbih　as　a　credlble　source．　Ahd　if　that　term　had　a　wider　meariing．，

we　cottld　not　prove　by　this　1〈hnrdadhbih’s　description　thac　t　the　Rus’

were　equal　to　the　Slaves．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム

Some　Remarks　on　the“Shibata　Tafeenaha　Okδ

　　　　　　　　　　　．〈Xissai柴田剛中欧行M載f’

　　　　　　　　by

Susumu　Kimizul〈a

　　In　ord6r　to　postpone　the　foreigner’s　residing　period　in　Edo　江二戸

and　Osaha　and　to　open£he．ports　of　Niigata　新潟　an（i　理y匁。　兵庫，

the　pafty，　Ieaded　by〕rasunori　Taheuchi竹内保徳，　was　sent　to　the

six　cottntries　in　Europe，　such　as　France，　England，　Holland，　Prussia，

Russia　and　Portugal，’　from　1862　to　1863；　this　meant　the　fu’st　travel

to　．　Europe　afSer　a　long　pational　isolatlon　and　the　lmportant　mlssion

of　investlgating　the　condition　of　these　cottntries　with　which’our　cottn－

try　had　many　diplornatic　problenis．

　　Accordi＃g　to　the　diary　of　Takenaha　Shibata，　chief　attendant，　we

can　divide　their　whole　travel　into　iour　parts，　（1）　the　outward　travel，

（2）　the　round　tr4vel　of　the　five　countries　beside　／Portugal，　（3）　teT

entrance　into　Prussia　aRd　Fvance，　and　（4）　the．re．Yurn　travel．　This

article　treats　the　section　（1）　the　out’W’　ard　travel．　After　the　salling

from　Edo　江戸　　on　J’anuary　21st，　through　Nagasafei　長崎㌧　they

stayed　for　a　week　in　Hong　Kong　to　investigate　conditions　there，　this

long　stay　whig．h　was　under　．the　infitience　of　the　Civi1　war　in　America．．．

And　then，　passing　Singapore　at　first　and　other　points　for　the　English

advance　to　Asia，　through．　Egypt　of’　the　then　Tarkish　territory（tmder

the　co葺s蜘。㌻ion．　of　Suez　Canal），癒ey　reached　Marseilles　on　Apri1

3td．　On　the　way　they　investlgated　in　Singaporg．　they　investlgated

the　Boxer　Rebellion　and　i・n　Egypt　and　Malta　somae　trouble　happened

（’976　），


